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The p町poseof this study is to clarifシtheway of regional improvement made effective use of 
expressway in local area. In this study， effects for construction of expressway are grasped by using 
statistical analysis and social research by a questionnaire. Then it is focused the structure of region 
and settlement of inhabitant. The case study area is 380 local governments in CYUBU area. 
The results are as follows. Firstly， itis clear that regional structure is different in kind of the 
expressway line and installed condition of an interchange. Secondly， itis clear that there are 
difference between an actual effect and an expected effect for installed condition of an interchange. 
In the future， itis clear th剖 localgovemment should be promoted exchange between the other 
government for effect of settlement. 
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図2 対象地域の人口増減
ているのに対し， IC周辺市町村，その他の市町村に 判別分析の結果をもとにして ICの設置が地域に及
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図 1 判別分析結果と IC設置後の定住人口の変化
7.おわりに
本研究において以下の成果を得た.
①対象路線別， IC圏域別で地域構造に差異がみられ，
「都市性」や「工業性」においては IC圏域別で差異
がみられ，これらは高速道路と関係が深いこと，ま
た，路線によって依存する産業が異なることが明ら
かとなった.
②今後整備される市町村の多くが現在際立った特性
を持たない市町村であり，また， IC所在圏の市町村
であるが IC周辺圏と位置付けされた市町村の多く
が最近整備された市町村であることから，高速道路
整備によって新たな地域特性が生み出されることが
明らかとなった.このことから，高速道路整備に対
して各市町村が具体的かつ模極的に取り組むことに
より，期待する分野において大きなプラス効果が得
られると考えられる.
③IC設置による実効果と期待効果では大きな差異
がみられ，実効果としては工業の企業立地に対する
効果が大きいのに対し，期待効果においては r交
流・連携の強化」によって地域を活性化させていこ
うという意向がうかがえた.また r交流・連携の
強化」は， IC設置後比較的早期に効果が反映される
ため，特に現在人口が減少している市町村において
期待されていることがわかった.
④定住人口が維持・増加されなかった市町村におい
ては，交流・連携をあまり重要視していない.これ
より，定住人口の維持・増加に対し，交流・連携に
対する取り組みが今後重要となってくることが明ら
かとなった.
今後の課題として，各市町村に対し意識調査を行
ったが，整備効果は各市町村の行政にのみ反映され
るものではなく，特に今回着目した定住人口の維
持・増加に対しては住民の意見が大きく影響してく
ると考えられることから，事例 ICについて住民に
対して意識調査を行う必要があると考えられる.ま
た，行政と住民との意見の違いについて把握するこ
とで，今後整備される市町村に対してより実用的な
資料を提供することができると考えられる.
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